
 

 

会  議  録 

会   議   名 平成２９年度第１回野田市水道事業運営審議会 

議題及び議題毎の 

公開又は非公開の別 

１ 平成２８年度野田市水道事業会計決算概要について 

（公開） 

日       時 
平成２９年８月８日（火） 

午後１時３０分から午後２時１０分まで 

場       所 野田市水道部２階 大会議室 

出 席 委 員 氏 名 

会 長 駒﨑時司 

委 員 織原たか代、中村文江、野口茂、服部昌子、 

横川しげ子、國嶋紀孝、金澤裕勝、根本嘉生、 

駒﨑真 

欠 席 委 員 氏 名 
副会長 永田和子 

委 員 川嶋幸子、坂本泰啓 

事   務   局 

斉藤弘美 水道事業管理者 

中村徳夫 次長（兼）業務課長  

荘司晃章 工務課長  

飯塚一雄 工務課主幹（兼）工務課長補佐（兼）浄水係長  

赤石俊介 業務課長補佐（兼）財務係長 

須賀田実 工務課長補佐（兼）給水係長 

渡邉豪男 業務課庶務係長 

西澤 央 業務課業務係長 

木塚幸雄 工務課工務係長 

川瀬秀和 工務課主査 

岡田一裕 工務課主査 

木村 淳 工務課主査 

岡野正和 業務課主任主事 

中田祐子 業務課主任主事 

土屋耕太 業務課主事 

傍   聴   者 無し 

議       事 
平成２９年度第１回野田市水道事業運営審議会の会議結果（概

要）は次のとおりである。 
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司会 岡野正和 

  

 

 

 

 

 

 

 

会長 駒﨑時司 

 

水道事業管理者 

斉藤弘美 

 

会長 駒﨑時司 

 

 

 

 

会長 駒﨑時司 

 

 

次長 中村徳夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定刻どおり、午後１時３０分開会 

会議の成立（委員１３人中１０人の出席）、傍聴者の申出がな

いこと及び会議録作成のため録音することを報告  

会議の公開について説明 

人事異動に伴い委員（学識経験者及び関係行政機関選出）の交

代があったことから、紹介 

 ・千葉県東葛飾土木事務所長 根本嘉生委員 

 ・公益社団法人日本水道協会 國嶋紀孝委員 

 

＜挨拶＞ 

 

＜挨拶＞ 

 

 

本日の会議録の議事録署名人として、委員２名を指名 

 

議題１ 

平成２８年度野田市水道事業会計決算概要について 

 

議題１ 平成２８年度野田市水道事業会計決算概要について説

明を求める。 

 

＜平成２８年度野田市水道事業会計決算概要書に基づき説明＞ 

水需要については、渇水に伴う取水制限が実施された影響もあ

り低迷しておりますが、工場用及び家庭用の水需要環境に若干で

はあるものの、光明を予測させる兆しが見え始めている。 

全体では使用水量・給水収益共に若干ではあるものの増加した

ものと分析している。 

有収率については、徹底した水質維持管理策を継続的に実施し

ていることから、前年度と同程度となっている。 

拡張工事については、今上地先など給水要望者に対する配水管

布設工事を２２件、総延長６，５３９．１８メートルを施工。 



2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 駒﨑時司 

  

 

委員 金澤裕勝 

 

なお、概ね１１月までに申込みを受け付けたものについては、

翌年度中に工事を完了し、供用開始ができるよう、待機期間の短

縮を図る取組を推進している。 

建設改良工事については、岩名一丁目の配水管布設替工事など

６件、総延長３，１９６．０３メートルを施工 

浄・配水施設の更新工事では、中根配水場受変電設備更新など

１３件の工事を施工 

次に、経理状況について、事業収入（税抜）は、合計３１億９，

４６６万３，１５５円、事業費用（税抜）は、合計２７億１，４

３９万１，３０９円である。 

事業収入合計から事業費用合計を差し引いた当年度純利益は、

４億８，０２７万１，８４６円となる。 

資本的収入（税抜）は合計４５６万円、資本的支出（税抜）は

合計１３億９，４０１万５，２５６円である。 

事業収入合計から事業支出合計を差し引いた不足額は、過年度

分損益勘定留保資金等で補填している。 

平成２８年度末の企業債残高は２５億８，０５８万９６５円で

ある。 

なお、当年度純利益４億８，０２７万１，８４６円には、資本

金に組み入れるべき減価償却見合い分の長期前受金戻入１億８，

２４４万７２９円が含まれているので、当該戻入を除く純利益は

２億９，７８３万１，１１７円となる。 

この長期前受金戻入を除く純利益の２億９，７８３万１，１１

７円は、全額を減債積立金へ積み立てる予定である。 

業務量及び経理状況から判断すると、総体的に健全な運営がで

きているものと考えている。 

 

「議題１ 平成２８年度野田市水道事業会計決算概要について」、

質問・意見等を伺う。 

 

１ページの事業費用で「原水及び浄水費」が前年度と比較し減

となっているが、一方で年間有収水量は増加していることから、
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次長 中村徳夫 

 

 

 

会長 駒﨑時司 

 

 

 

 

会長 駒﨑時司 

 

次長 中村徳夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どのような努力をされたか伺う。 

 

「原水及び浄水費」は前年度と比較し、約６，３００万円の減

となっている。これは事業内容の見直し及び電気料の燃料費調整

単価が下がったこと等によるものである。 

 

ほかに質問・意見等がないことから、「議題１ 平成２８年度

野田市水道事業会計決算概要について」、原案のとおり了承する

ことについて諮る。 

【異議無しのため、原案のとおり了承するものと決定】 

 

 「その他」の事項について、説明を求める。 

 

「その他」の事項として、２点報告 

１点目 ６月２日（金曜日）にイオンタウン野田七光台店で、

６月６日（火曜日）に欅のホールで水道週間のイベント「水道水

の美味しさの秘密」を実施 

 イベント当日は、千葉県ＰＲマスコットキャラクター「チーバ

くん」も動員し、多くの皆様に水道水の仕組みや美味しさの秘密

などの内容で、分かりやすく、楽しく学べ、知る楽しさも見いだ

せる内容でＰＲに努めた。 

両日ともに天候に恵まれ、多くの皆様の御来場をいただいたこ

と並びに施設関係者の多大なる御協力を賜りましたことにより盛

大に催しを遂行することができ、予想を上回る成果を上げること

ができた。 

 ２点目 イベントにおいてアンケートを実施 

野田市の水道水は、「あまりおいしくない」「おいしくない」

と回答した方は全体の約１５パーセント、「おいしい」「まあま

あおいしい」「どちらでもない」と回答した方が全体の約８５パ

ーセントという結果となった。 

今後も安全で安心して飲める美味しい水の供給に努めていく。 

地震などの災害に備えて、飲料水や生活用水などの備蓄をして
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会長 駒﨑時司 

  

委員 横川しげ子 

 

次長 中村徳夫 

 

 

 

 

会長 駒﨑時司 

 

 

 

いると回答した方は、全体の約７０％以上という結果であった。 

引き続き備蓄の必要性の周知に努めていく。 

北千葉浄水場の高度浄水処理を知っていると回答した方は、全

体の約１３％であり、認知度が低い結果となった。 

今後も高度浄水処理に関するＰＲを進めていく。 

 

「その他」の事項について、質問・意見等を伺う。 

 

１日に必要な水分量は、どのぐらいあれば足りるのか。 

 

通常飲んでいる量に加えて、さらにコップ２杯程度飲んでいた

だくことで、１日に必要な水分量が確保できる。特に暑い時期は

熱中症の危険もあることから十分注意し、水道水でこまめに水分

補給していただきたい。 

 

その他、質問等がないことを確認し、午後２時１０分、閉会を

宣言 

 

以上 

 

 

 

 

 

 


